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3) ｢回顧と展望｣, 『物性』 15No.6(1972)354｡なお,本多の "不朽の〝著書は
"Magneticpropertiesofmatter"(mattersではない)(裳華房,1928)である｡













































7) 茅は ｢磁気と其測定法｣と題する講義を 『金属の研究』4(1927)に連載している
が,その冒頭の ｢磁性体の分類 と其の簡単なる理論｣という節 (pp157-159)で











































































13) (a)『磁気と物質』(裳華房,1917),本文320頁中最終章 (第8章)約 100頁が
｢磁気の理論｣にさかれている｡ (b)HMagneticpropertiesofmatterH(裳華房,



























的 ･習慣的につねに書かれるということと, リーダー-の謝辞が儀礼的 ･習慣的に
つねに書かれるということとの間には雲泥の差があり,もし前者のようなことがお
こなわれていたとすれば,それはその学派の学問的健全さを疑わせるものであると































み｣中編 (『物性研究』29No.5(1978))註 58参照)別の一例は,広根の註 9(C)













































































28) 1977年 8月に黒岩俊郎の 『本多光太郎』が吉川弘文館から人物叢書中の一冊とし
て刊行されたが,この本はまちがいだらけのきわめて杜撰なもので,また私的な研




































































































































































45) 河宮信郎 ｢本多光太郎の磁気 ･金属学研究について(I)｣『物理学史研究』8No.4,
54(1972);｢日本における金属工学の成立と展開一 本多光太郎を中心として(1)-｣
『科学史研究』 15,80(1976).特に後者の85頁右段 (就中第 6段落)から86頁左
段を見よ｡
46) この初期の理論は,まとまった形では,註 13の文献a,即ち 『磁気と物質』(1917)
第 8章の前半§§41-45に与えられている｡本多がこの初期の磁気理論を公表した
のは1914年であった㌘)
47) K.Honda"Atheoryofmagnetism"Sci.Rep.T6hokuImp.Univ･3,171(1914)･
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48) p.LangevinHMagnetismeettheoriedeselectrons"Ann.Chin.Phys.5,70(1905).
なお本稿を書くにあたっては物理学古典論文叢書中の 『磁性』(物理学史研究刊行
会編,東海大学出版会,1970)所収の小川和成の訳に依拠した｡
49) K.Honda"DiemagnetischenEigenschaftenderMaterialienunddiemolekulareTheorie".
phys.Z.ll,1078(1910).この論文の受理は1910年9月25日｡この論文は文献29
の論文目録からは落ちている｡
50) 私はこのことから,本多は分子の形状が熱擾乱の効果を-らすからeffectiveな温度
としてTの代 りに(T-0)ととるべきであると主張しているのだと理解して｢曾禰
武の歩み｣(後編)(『物性研究』るONo.i(1978))の註 96でそのように書いた｡し
かし,今,この稿を書くために,本多の論文等に丹念に目を通 したところ,本多自
身はこのようには主張しておらず,強磁性体の臨界温度は常磁性体の絶体0度に相
当すると考える事は reasonableだとだけ述べて,Tの代 りに(Tle)とおくことの
理由づけにしている｡
51) K.Honda"OnthenatureoftheA2 transformationiniron"Sci.Rep.T6hokuImp.
Univ.4,169(1915).
52) このことについては,すでに河宮が論じている㌘),45)私は,この河宮の卓説に非常に
感心したので,次回の冒頭でこの河宮の説の受け売 りをや りたいのである｡
-221
